
阪神・淡路大震災 
（1995年兵庫県南部地震） 

-震災調査記録-



1995年1月（地震発生後1-2週間）の三宮・元町地域
三宮駅前



三宮駅前 神戸市役所前



神戸市立博物館前（地盤液状化）



生田神社横



三宮駅北側



東門街



8

東門街



9

生田川の兵庫県営住宅



11階建て集合住宅の7階（生田川）



中山手通



12

北野通り



13

中山手通



三宮・海岸通り



15

元町・南京街



JR山陽本線ガード下（三宮・元町間）



1995年2月（地震発生1ヶ月後）
三宮駅前



三宮駅前



アーケードの落ちたセンター街



三宮センター街の南側路地



21

中山手通



三宮地区（神戸市役所西側）



神戸市役所旧館



阪神高速道路（メリケン波止場近く）



地盤の側方流動・沈下により浮き上がったメリケン波止場の建物



宝塚市内の県営住宅（S造6階建て）



破断した鉄骨（鋼管）ブレース（6階建てS造住宅の4階）



パネルディスカッション「震災後10年、構造技術はどう変わったか」 
2005年1月17日（中之島公会堂）



阪神・淡路大震災20年
シンポジウム

内容は産経新聞2015年1月16日（朝刊）



地震発生20年後の神戸（2015年1月）

元町駅前



元町・南京街



JR神戸駅近くのガード下



兵庫県庁近くの神戸栄光教会（建て替え済み）



北野坂にある看板と地震発生時のまま止まった時計



改築の完了した北野地区異人館



三宮駅前



元町商店街



海岸通り



メリケン波止場と阪神高速道路



メリケン波止場の震災遺構



三宮センター街の南側路地20年前
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阪神・淡路大震災 - 都市直下型地震の衝撃 
樫原健一 

 
【1995年兵庫県南部地震】 
1月17日は連休明けの火曜日だった。真冬の午前5時46分といえば夜明け前の暗闇だが、突然大地が大
きなうなり声をたてるように揺れた。明石海峡の地下15～20kmあたりの岩盤が断層を境にして割れ始め、
全長50kmにおよぶ断層破壊が約10秒間かけて起こった。1995年兵庫県南部地震の始まり（本震）だった。
断層破壊面の直上にあった震源域とその近傍では住宅・建築物の倒壊、斜面地の地滑り、電気・ガス・水道
など都市インフラの破壊とこれに引き続く火災が発生して、人の命が次々と失われていった。阪神・淡路大
震災が始まったのだ。住宅・建築物の全壊は約10万棟、その後の関連死を含めると6400以上の人命が失わ
れた。死者の多くは倒壊した木造住宅の中で生存空間が失われ、逃げることができずに圧死または焼死した
のが原因とされている。 

【長周期パルス波の破壊力】 
 兵庫県南部地震は日本の近代的な200万人都市を襲った直下型地震だ。破壊した断層面は淡路島の北淡町
から神戸市東部・芦屋市にかけての地下岩盤だという。下図は震源地を中心に主な断層と当時の余震分布を
示したもので、本震から数時間以内に起こった余震源分布を破線で色掛けした。このエリアが本震の震源域
と推定され、地震動が距離減衰せずに地面が揺れた領域である。被害はこの震源域とは別に神戸市から尼崎
市にわたる海岸線に平行な地域に集中し、「震災の帯」と呼ばれた。その後の分析から震災の帯はこの地域特
有の地層構成によると言われているが、重要なのは地震動の性質が直下型地震特有の「パルス状の揺れ」（纐
纈一起「カリフォルニアの被害と兵庫県南部地震」岩波書店、科学1996年2月号）だったことだ。「規模と
して特に大きな地震ではない」のに、これだけの破壊力を示した要因が「周期1秒前後の長周期パルス」と
いうことは念頭に置く必要がある。被災者の証言や新聞記事などで「上下動」とか「衝撃波」といわれて諸
説紛々だったが、直下型地震が起きると震源域内では「2～3波のパルス」に見舞われる事実（観測結果）を
重く見るべきだ。1994年ノースリッジ地震でも同じ現象が把握されていたことは、すでにアメリカの科学誌
Science（1995.1.13日号）で報道されていた。 

1995年兵庫県南部地震の余震分布と（推定）震源域 
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 加速度が500～1000galとか速度が50～100 kineに達する周期0.5～1.0秒の長周期パルス波を受けると、
構造計算で想定していなかった破壊現象が起きる。つまり「施工不良」、「耐力不足」や「古い」建物が倒壊
するという単純な話では説明がつかない。写真（三宮地区のビル被害）に見るように、中間階だけが崩壊し
たまま傾いて建っている中高層ビルや、集合住宅が多く見られたのもこの地震被害の大きな特徴だった。崩
壊したビルの両脇は明らかにそれより新しいのと古いビルだが、少なくとも外観上は無事に建っていた。神
戸市役所も旧館の中間階が崩壊し、超高層の新館では鉄骨部材の破断が後に報告されている。芦屋浜の高層
マンションでは中間階の鉄骨柱が水平方向に破断した。その他、高速道路や新幹線の高架橋、あるいは地下
鉄に倒壊など大きな被害が出た。地震動の特性と建物被害、特に倒壊現象について建築界に大きな課題を突
きつけたのが阪神・淡路大震災だった。 

三宮地区のビル被害（中間層破壊） 

【倒壊とはなにか】 
 「建物が倒壊した」というとき、我々の常識では柱・壁や梁・床がばらばらになって地上に崩れ落ちる状
態を思い浮かべる。実際、阪神淡路大震災ではそのように倒壊した木造住宅が多かったのである。その結果、
人命を失うだけでなく数時間後の通電に伴う漏電で火災が発生し、すべて消失するという悲惨な被害を生む
ことになった。大崎順彦の表現によれば「倒壊の迫真力は、それが自分の重みでくず折れていく、その重量
感にある」（「地震と建築」岩波新書、1983年）。倒壊とはこのような力学現象をいうのであって、そのこと
によって「生存空間を奪う」「避難路を絶つ」ことだと理解すべきだ。その結果、電気・ガス・水道の漏れも
防ぐことが不可能になる。建物の耐震性能は倒壊を防止できるかどうかを評価の尺度にすべきで、壁量や年
代の古さあるいは強度の大小で単純に決まるものではない。2009年秋にE-ディフェンスで行われた木造3階
建て住宅の公開実験でも、耐力の高いはずの（耐震等級2）モデルが耐力の低いモデルより先に倒壊して問題
になったことがある。阪神・淡路大震災で被災した木造住宅の調査から被害類型を抽出することができるが、
どの壊れ方を想定するかにより検証法（構造計算の方法）が異なるので、幾通りかのシミュレーション結果
から総合的な安全評価が必要である。一発のトライで正解が求まるオールマイティ検証法はない。 
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【倒壊がもたらしたこと】 
 地上にくず折れる「倒壊」という現象がいかなる原因によるかは一概にいえないにせよ、それがもたらす
社会現象を整理することが建築物、特に住まいの大切な機能を考える上で意義深いことだ。筆者は阪神・淡
路大震災によって顕在化した社会問題は二つあると考えている。一つは安全性の評価にかかわる「新耐震神
話」と表現される現象である。「新耐震」というのは1981年の建築基準法施行令の大改正によって定まった
二段階方式の耐力評価法を指している。1998年の施行令改正以降は、新耐震（1981年）以後に建てられた
ものは既存不適格にしないという行政的な基準に過ぎないが、いつの間にか「倒壊しない」基準にすり替わ
ったきらいがある。多くの前提条件を抜きにして、この新耐震基準の数値（耐震強度）を満たしていれば倒
壊しないと、専門家と言われる人でさえ短絡的に信じてしまう現象を「新耐震神話」と呼ぶ。いったん神話
化すると、新しい知見や技術の普及が難しく、結局は同じ被害を繰り返してしまうことは歴史の教えるとこ
ろだ。 
 もう一つは「マンション建て替え問題」である。木造住宅では「長屋」形式がこれに該当するが、複数の
住人が土地と構造体を共同で所有するという、言語的にもおかしな「区分所有権」という所有形態が問題の
本質だと捉えられる。倒壊という物理現象の定義が社会的に認知・共有されていないことが原因であるが、
被災した区分所有の建物を建て替えるべきか補修して住み続けるべきかをめぐって、いろんな専門家と業者
を巻き込み、さらにローン返済について金融機関と行政も巻き込んで裁判に至った事例が多くある（島本慈
子「倒壊」筑摩書房、1998年）。裁判に持ち込まれること自体が地域社会の分断を意味するが、震災で生き
残っても事後に生活破綻の悲劇を生んでいることを忘れてはならない。 
 そしてこれらの「想定外」で済まされない問題は現在もまだ解決していないのである。 
 

（新建ハウジング紙2012年8月10日号に掲載） 


